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木材価格の循環変動分析

松下幸司・半田良一

The Cyclical Fluctuation of Lumber Price 

Koji MATSUSHITA and Ryoichi HANDA 

要

本Hi者lま，木材価格の開現的変動と長気変動の関保安分析したものである。木材郷格として，昭

和28年より昭和54年までのiヨ銀木材卸売価j令指数の月別時系列データを用いた。その結果，次の

ようなととがわかったの

(1) 木材側絡の概礎的変動は，是正気の短期変動と関係がある。

s 木材filli絡のf府議変動(蹴系列より j態勢・挙節変動会除去)のlねは設気に対し先行し，谷
はよ去:気に対し避行ーする。

① 木材憾の対前年同月比c1つの稲礎的変動)のlね 対し先行し，谷l立法気とほ

ぼ一致する。

@ 木材側絡の周期は誌の周期とほぼ一致する O ①，@により木材価絡の上昇期間は景気

の上期間に比べて矧い O

(2) 木材価絡の対前年間月比は泉稲先行景気動向指数(累積先行 0・I)と111.谷ともかなりー

致する。最近10年間は 111 ・谷ばかりか水準もお1~…致し，景気動向指数は木材側絡の知期変

動を予総する手がかりとなる O

(3) 戦後の木材filli*ttの変動は昭和40年頃どを;l:Jli1ζ2分できる1可能性がある O また，木材価絡には

コンドラチェフの長期波動の逆サイクノレ!ζ近い長波が存ずる可能性がある。

はじめに

日水の木材価絡は戦後敦士しい上昇を統けて米fこ。!切手rl27年平均を100とした日銀木材総合卸売
物価指数は昭和54年12月には642.11こ溶している。こうした悲しい趨勢変動は， 1Jill識的な変動を

伴っているO とりわけ最近では，昭和46年より上昇がIci]持年にどークを迎え，間50年設で下i降，

再びi司52年にど…クを;mえ，同53!，ドまで下降，そして碍54年にピークを迎えその後，下降してい

る。このように短期的な知識が激しくなって来ている。この論文では木材倒絡の縮ねな変動と

公然的磁の関係を論むたい。 景気街躍には後lとえBべるよう I乙，その周期により憶期変動(キチン
波)，中期変動(ジュグラ一波)，長期変動(コンドラチェフ波)がある o ジュグラ一政はi渋i~なに

おいて設裂であったが，戦後はキチン波が中心といえる。また，コンドラチェフ波は，サイクル

というより，経済の長い発鹿過程の一つの歴史的な局miに関係しているといえよう1)。従って，
ζの分析ではキチン波を小心に論ずる ζとにしたい。木材姉格とキチン波の関係については，す
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でに3s.閣議成氏により詳細な分析がなされている2)0 3s.国氏は，大正10伴から昭和8年までと，

昭和25年から昭和33年までの木材価絡の特殊措識と景気の議機日付を比較する ζ とにより，次の

3点を主践している。

(1) 木材filfi*各の特殊伺・]'~の転換点は景気の転換点、に対して，山で一散し，谷で;現れる。

(2) 木材{日fi絡の特殊術職は周期30"-'40カ月のキチン波が中心である。一般経済のllllJきそ反映し

拡張期間の方が収縮Jijj[羽より長い。その拡強WJI笥は景気に比べ鋭い。

(3) 木材価絡の特殊術環は，長JijJk子況型・長期不況型・ブーム型に 3矧加できる。

王国氏の研究以後の木材価J憾の変動をみると，昭和30年代中羽より昭和初年代中頃まで

変動にやl'う奴j境変動は後退し， I問和40年代中頃以降fi}び?延期変動が激化している o4舎に，昭和40
4三代中頃以[様の短期変動ば，赤井s'2.1とよれば「メカニズムは1倒1剖の短期変動ごとに決して悶
ーではない」となっている約。 ζのように戦後近年までの関に木材俗格の境期変動の緑樹は変化

しているが，去を気変動との関係において，一定の相関を保っている ζ とを水論で実征したい。吏

に，最近の資源問題による木材価格;即時に対して忍は，かつてコンドラチェフが長期波動のー袈

簡として指捕した第…次品制約のを連想せざるを得ない。また，戦後影の鴻くなったジュグ

ラー波もキチン波どうしの関係をみる上でm:裂と忍われる o 従って，中長期f活環IC対しでも若干

の考察を行ってみることにする o

本論文の構成は，第1 第2宝訟で木材fillii容の変動，部3宝誌で両者の関係を論ず

る。

1.景気循J}y!

(1) 

全般的な経済活動は拡強とi訳おi討を繰り返しており，一般に景気指識と呼ばれている。

はその間期により次のように分郊できる。①周期 3"-'4 の綴J(1J変動(小間璃，キチンの波)@

周期7"-'10年の[1:1期変動(主循環，ジュグラーの波)φ河期40"-'70年の長期損磁(大柏鴎，コン
ドラチェフの波)現実の景気街識は， ζれらの1J11なった周期そもつ術滋の合成と考えることがで

きる。

(2) 景気動向指数

i交気街磁ぞ観測するものとして， {史和なのが景気動向指数 (DiffusionIndex，以下略して D.

Iとi呼ぶ)である。これは， i元気との}I自序関係(波及関係における先行・…致・迎行)が先験的

に知られている特定の指棋をとりは;して，全体の系列のうら拡張した系列がどの位あるかをみる

ものである O すなわち，今10の系列から成るそテ勺レを考えるとき 7つの系列が拡張を示せば

D.I戸 70となるのまた，企系列がおよiJ誌を示せば D.I=100となる o D. I>ぬということは拡

強系列数>収縮系知数ということであり，景気は上昇iわであると判断され，述lζD.I<50であ

れば，問機に景気は下降iわであると判断される。従って D.Iェ50が議・気の転換点である oD . I 

く50(下j)卒中)から D・1>50(上昇中)への移行lI~j;が欽:気の谷であり，巡の場合が公然の 111 で

ある。

経務会関庁仰は昭和]28年以降， 25系列i'J，)からなる D.Iを発表している (1昭和47年に系列の総

成が一部変更されている)。この25の系列は景気との先行・一致・逆行の関係により，先行系列

(10系知)，…数系列(8系列)，迎行系列(7系列)に分けられ， 若手系列より先行 D.I，…致

D.I，迎行 D・1が作られる。また25系開会体から作られる D・1は総合 D・1と呼ばれている O
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最近10年間の先行 D.Iを例示すると，関 1のようになるo

D.l 

100 

50 

O 
関剥46年
(1971) 

48 50 52 54 56 

l滋1.1設近10&1:::[視の先行 D-I

D ・ 1 分:l'Jfの鵠題点 lま Jl~ .谷が50%ラインをどう切るかによって決まるため，判別しにくいJ誌

にある oD. 1を5i!.やすくしたものが累積 D.1である。これは D.1-50を累積していくもの

で， D. 1>50のときには D.1-50>0となり，累積 D・1は上昇する。すなわち，景気の上昇

中には累積 D ・ 1 は上昇を示し，公然の下降r.ÞIこは路:n~ D・1(ま下降を示す。 また，去を気の111・

谷は累積 D.Iの腿大点・綴/J¥}誌に対応する O このように累積 D.1は長気の方向を5i!.る際にイ児

科である。しかし，あくまでも方向後治すのであって，どの位好況なのか不況なのかという水準

を示すものではない。前に夕日米した最近10年間の先行 D・1を擦1'iliした，累積先行。.1を考え

ると，関 2のようになる。

(3) 呆気縮滋の分析

小柄礎……(2)で述べた手法に若干~克を加えて紙換点が決定されているが，公式の日付(基準

日付という)は荻lの巡りである O 部61JiliI誌を除けばP，iJUJ3 '"'-' 4年の小指E授が検出できている。

術取中，上昇JUJfmの占める都合が高く，戦後の強い上昇濃縮を反映している。

主稲現……お2より，戦後の日本経済は10年ごとの主術E22を見ることができる。 戦後はお油危

機まで大きな不泌がなかったため，ミ府綴の変動よりも小術壌が設視されていたo

火椀環……コンドラチェフによるこの110磯は表3の通りである。向， 1府職 K3(-;]:1950年頃谷を

むかえ， 1970年代初期に術聡 K4が111そむかえたものとjaわれるsjO なお，大術ま誌の転換点につ

いては，異論もあることを記しておく。

注)滋行25;'系列ば次の巡りである。うた行系列は， Br5立外労働時間(製造染)，製品:{:E郎総指数*(鉱工業)，機
械受注(船Ml'滋カをj徐く民rlri)t 慾投受注(民間)，係材料在ftfI率指数*(製造梁)， JIUiE.j~k価指数(総合)，
iヨ経硲ぷ指数(総会)，輸入趨(数百i;ベース)，仕掛品海ji{l:投資(鉱工業)，滋賀・準通貨合計残i潟(前年

同月比)，の10系列からl求っている。一致系列は，建築:t.~・工(鉱工業)，大口電力使用縫，有効求人依然，
輸入通関災絞(数汲ベース)，稼ifYJ彩指数(製造業)， JJj{材料?内政指数(製造業)，佐渡指数(鉱工業)，生

践者出荷指数(鉱工業〕の8系列から成っている。怨行系列は，設備投資(民間)，原材料在mz指数(製
巡業)，革IJ付従々 後利回り(半士会g)，預金滋賀印紙本，金銭預貸乳製ffI，4笠感指数(鉱工業)，人件資比持活

(製巡ー芸員)の7系列から成っている。ただし*ば逆サイクJレである。
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表3.コンドラチぷフの波5)
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木材価格の循環

(1) 木材儲絡指数6)1)

日銀木材総合卸売物価指数には表4のように 5系列ある。各系列の接続は， )駅員IJとして新系列

2. 
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表4.木材・価格獄数の5系列

系列 基準々三 系列;g ウェイト

1 昭和27年 木材 75.4 

2 昭和35"'Jo 木材・問製品 60.9 

3 昭和40:::'手 木材・悶製品 61. 6 

4 附和45年 木材・悶製品 52.5 

5 昭和1501f:. 木材・同製品 44.0 

表5.接続後の木材悩終的数

よ¥31 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 年平均

25 57. 5 58.4 57.1 56.1 55.2 51. 6 53.0 56.2 59.4 69.9 75.9 77.5 60.7 

26 82.8 86.2 90.2 87.8 87. 1 85.4 85.6 86.6 88.1 89.6 90.3 88.2 87.3 

27 90.3 93.3 94.6 96.0 95.9 93.6 96.2 103.4 107.7 109.1 109.3 110.4 100.0 

28 11l.2 114.4 118.9 121.9 121. 3 121.3 129.9 141. 2 142.3 144.5 147. 1 149.2 130.3 

29 150.6 151. 7 149.7 145.5 137.5 134.7 135.7 138.4 140.3 141.6 140.4 135. E 141. 8 

30 132.3 132.0 132.4 130.1 128.1 126. C 125.3 126.5 126.7 126.8 125.0 123.6 127.9 

31 123.0 124.4 124. 9 125.9 127.0 129.E 133.5 140.4 143.3 143.E 143.3 143.1 133.5 

32 145.0 152.0 153.7 154.9 156.2 156.3 155.0 154.2 154.3 154.9 155‘6 155.6 154.2 

33 155.3 153.1 151. 7 150.2 148.7 147.e 147.3 147.1 147.6 148.6 148.9 149.3 149.6 

34 149. 6 150.4 150.8 149.4 148.6 148. C 149.0 150.4 151. 9 157.3 156.6 156.5 151. 5 

35 158.8 159.0 158.2 156.3 155.3 155.3 155.6 157.1 161. 7 168.2 173.0 174.6 161.1 

36 176.4 181.1 187.5 189.8 18自.9190.3 194.6 204.0 207. i 208.6 204.3 201. 7 194.6 

37 198.3 199.0 197.7 195.6 193.5 191.5 191.4 194.6 197.3 199.0 198.3 197. ( 196.1 

38 196.5 197.2 197.3 197.2 197.2 197.2 197.8 201.1 205.2 206.0 206.2 206.7 200.4 

39 206.2 206.4 203.3 201. 7 198.8 199.9 200.7 201.7 203.e 203.0 204.0 203. ~ 202.7 

40 202.8 202.2 201. 4 199.4 198.( 196.4 200.E 201. 5 206.2 208.9 210.1 210.6 203. 1 

41 209.6 212. 1 210.9 210.7 210. 9 213.5 217. E 221. 6 226.7 232.6 233.4 233. t 219.4 

42 239.3 240.9 2110.7 239.3 239.5 239.7 240. 9 245.6 252.3 253.1 255.6 256.~ 245.2 
43 259.2 260.0 261. 0 260.4 257. C 254.5 256.8 259.6 264. i .11 265.5 265.1 260.8 

44 269.2 270.8 270.6 267.3 265.1 262.3 264.7 267.1 271.6 .01 275.5 276.1 269.6 

45 276.1 276.9 278.1 281. C 282.2 282. C 282.4 285.2 285.6 285. E 282.4 277.9 281. 4 
46 276.3 274.5 271. 8 269.2 267.7 264.5 263. 1 267.1 270.8 270.6 269.6 268.0 269.4 

47 270.9 270.4 270.1 270.1 270.4 271. 2 274.6 282.5 288.4 302.2 366.9 411.1 295.7 

48 415.8 434.4 431.6 411. 6 405.2 393.5 406.8 424.9 439.2 438.6 436.4 480.6 427.1 

49 499.1 487.3 490.1 470.2 462.6 458.3 455.8 456.6 447.1 434.4 425.7 430.2 461.1 

50 438.4 438.4 429.9 428.2 429.4 427.1 426.0 424.9 423.2 426.3 427. 1 425.7 428.8 

51 428.8 438.7 445.5 447.7 448.5 455.4 476.8 488.8 493. 1 494.4 490.5 484. 466.1 

52 488.0 494.4 495.3 490.5 485.8 480.2 477.2 472.1 468.7 470.4 464.0 451. 5 478.1 

53 453.7 457.5 459.7 457.5 455.8 453.7 451. 5 449.8 448.9 450.2 454.1 466.1 454.9 

54 495.7 503.4 503.0 508.5 532.1 574.6 622.2 634.6 641. 5 633.3 632.9 642.3 576.7 

55 662.9 684.8 699.4 701.1 

(注) 表 4 の系列 1~5 より作成。系列 1 と系列 21ま i昭和35年マ，系列 2 と系列 31ま昭和41年で，
系列3と系列41立昭和471f.で，系列4と系列51ま昭和51年・で蛾統した。
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の部始年とし，接続年におけるがf旧阿指数の年平均がえ5;しくなるようにしたの桜統後の指数は表
5の巡りである O なお，この際次の 2.'i，i、が立である O ①昭和40年代後半以|岩手の物価上昇は激し
く，それを修正するためには実質指数は便利である。しかしながら，物知fi総平均と木材価格では

ると新たな山・谷そ作る可能性があるため，本論

文では名目指数を使う。@系列 1"'"5 Iこは構成品自に蕊が見られる α 特に昭和35年QJ，前と以後と

では木製品の有縦という巡いがあることを明記しておく。

(2) 木材繍絡の稲畷

木材1i制各指数より次の3つの糸デりを作る。①l器系列……ここでいう原系列とは季節鵠強済系列

を指すものとする o 挙時間終は12カ月移動平均法によった。 @1活環変動……鼠系列より趨勢を除

去した残りの変動を指す。@I熔式は昭和25年 1月を x=lとして， y口 90.5 x 1. 0049"となり，
均 6.0 % (1. 004912 コ1.0604)上昇していることになる ο ζの術識の換点は潜6の通りであ

るo@変化率粥礎……循環変動は，臨苅}の影響および強いi趨勢の関係により，転換点とりわけ谷

の総定が不明般になり易い。特に昭和町30年代は変動が小さく的聡が余り明被とはいえない。そこ

で対前年悶月比を併用することにするO 対前年同月比をとることにより， I溜;定季節指数型挙立~変

動は除去され，またj趨勢変数を除外することなくf前理をとらえることができる(関 5参i問。 ζ 

淡6.木材{郎絡のilJ]滋i!tifYJ

il荻 j災 ぷ 周 JUJ (月)
約 五立

谷 ~ 谷 件ヒ Jキ 下 降 j湾

1 26. 12 

2 26.12 28.12 31.1 24 25 49 

3 31. 1 32.6 35.8 17 38 55 

4 35.8 36.9 38‘3 13 18 31 

5 38.3 38.9 40.8 6 23 29 

G 40.8 43.4 47.3 32 47 79 

7 47.3 49. 1 51.1 22 24 46 

8*(1) 51.1 51. 8 53. 10 7 26 33 

8*(2) 53.10 54.8 10 

ホ術者設喜子主g.';J: il~司皇制 j誌に対応して付けてある。従って，一つの法需品約液中iζ木材価格の

~I~mが二つあるときは， (1)(却を付け加えることにするo

表7.;j王将儲絡の変化然jJCi聡

1反 強! ょミ 周 j羽(J3)
術 滋

句ノ色二3、i tll ZF 肌と ケト Wド j岩手 周

1 26.6 27.3 9 

2 27.3 28.8 30.2 17 18 35 
。υ 30.2 32.4 33.6 26 14 40 

4 33.6 36.8 37.9 38 13 51 

5 37.9 39.1 40.2 16 13 29 

6 '10.2 42.2 46.7 24 53 77 

7 46.7 48.2 50.2 19 24 43 

8 (1) 50.2 51. 9 53.2 19 17 36 

8(2) 53.2 54.9 一 19 

J混

j羽
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の対前年同月比は，ぞれr=l体循環的な変動をするため，変化本循環と呼ぶことにする O この1Ji1i曜

の転換点は表7の通りである。

最後lζ，原系列と{)百畷変動と変化l:t芸術磁の関係を見ると次の 2}えがいえるヘ φ術磁変動は!限
系列IC対して山は先行し，谷lま巡行ずる。これは!加認のi露戦iであるo@変化本1Ji1i躍は縮滋変動に

対し，山も谷も先行する olilfi格上昇が一般に，始めはゆるやかで後に し，ピ…ク付近でま

た砲やかになるため，変化の度合が最大になるのはピーク以前であるととと関係している。

3.木材価格の循環と景気循潔

(1) 木材悩格の緒fw環と景気鵠環
木材lilfi絡の掠系列・粥境変動・変化率術環・対前月比(これは変化本舗]院に対する先行指擦と

してある穏j文掲滋ずる。しかしながら明磁な転換点決定が不可能なため，参考指標として扱うこ

とにする。)は各々間取するが， その転換点と基準日付との関係を見ると，関3の通りである

(ij剖除J誌のずれの平均をとったもので，ずれは務数になるよう…部制1践しである)。各系列の U-l

はあまりなく，いずれも去を気に先行している。この ζとは，木材価格の上昇l立法気に対して

先行していることを示している。一方，谷については相当な怒が出た。対前月比の谷l立法気の上

野中に谷をむかえ，変化事f活環の谷l立法気の谷とほぼ一致し， 1京系列・倒壊変動の谷は法然の谷

より遮れる ο原系列・術22i変動の場合， 111 は先行し，務は;巡行ーするため，長気よりも下降期間jが

良い(上期間が短い)ことがわかる。

このように，水材倒絡の術理と設気術識の転換J誌が密接な OOf系にあることは，~然周期にらい

えることになる(相li}!lO.959) 0 鴎4!ま変化準備織と慕鍛循環の淵期を比較したものである。…般

に，可避の上野巡視においては， /J、f府議(基準稲駿)の上昇期間が;民くなり，下降過殺におい
ては上昇期間が短くなる o 術躍は小網磁の下降期間!の長さには余り影締しないため，結局，小

相E誌の周期は::l::1fi11壊の影響を受けている 4)。 その意味で，木材価格の柄磯崎期は.:1::1抗議と関連が
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関3.*材{限絡の絡1!M訟の転換点と法準日付
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凶 4. 木材 filfi絡の変化準jJ{jJ;設と~;定義主的滋の周期
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あるといえる。

次に，木材術絡の小11ill壌について景気動向指数をmいて分析してみよう。関3を参々にすると，
涼系列・縮識変動は一致 D.Iと，変化本街道誌は先行 D・1と比l段ずるのが;適当といえる。比較

結果(表8)より，変化本術滋と累積先行 D・1の?思議変動が山・谷とも相当よい…致をみる ζ

とがわかる。向指探の関係は~15 の通りである O 尚，累積先行 D ・Iのl沼紛式は昭和28年1月を

x=lとして， y口 4.4x十165.7(/=0.841)である oD ・Iは方向係数であるため，その{自立熱気

の水準を示すものではない。とくに，卦気変動により D.lを構成する4号、指標がいっせいに動い

た高度成長期には， D.Iの水準は会く;滋i球をなさなかった。しかし，低成長経済移行後は D・1

の観jきも鈍くなり，その分長気水幣をもある程度反映するようになっている。趨討に矧盛りをず

らせば， ~6 の通り累積先行 D.I は，木材イilli格変化本と水準而でもかなり一致する。このこと

表8.*材!副i;I各の務術放と D・1

比絞ずるお綴 !士竺…7 ;:l(J'l) :{S. o 7 ~r(刀

*D ・I奇抜準(C木材倒i格のil尉災J誌が先行すれば一，巡行すれば叩トとした。

お!幣{話法

5.9 

7.7 
4.3 

**先行 D・1!ま一致 D・1とは災なり公然の中だるみをt引決することができる(凶5参日夜)。
従って，比絞lll{立約滋4，6を2分した上で集計しである。

1500村75

1000十'150

O 

E腕 28年 30
( 1953) 

35 40 ゐ5

間5.木材{附与の変化本語51裂と;設積先行 D.I

50 

(沿っ 木材似i絡の変化彩術滋の臼盛は縦ij~h;:fゴ側に，また採磁先行 D ・ 1 の副議lま縦ilql!氏側IH己示さ
れている。斜線部は基準術滋の下i潔j司I併を示す。

55 



は，先行 D.I系列 (10系列)に建

設受注・日経商品指数など木材価格

と関連が深い系列が入っている ζ と

の影響もあるが，木材部絡の変動が

と密接な関係にある ζ との

…つの例記Eといえよう。また，変動

の激しい木材・ちは，その変化継に

おいて蕊・気との関連性が強く 11¥る

もち守えられる。

(2) 木材倒格の長期的稲液

これまで主として木材術絡の続期

的術識を絞ってきたが，最後に中-

j乏J~Hのにみてみる。 iま17 f立，木材作ii

絡の変化本的織のU.1・谷のイ政を示し

たものである。木材価格の下方組磁

性を反映して谷は90から 100と安定

しているが，山は郊51:約五還までは変

動が縮小，部5謂潔以降は変動が拡

大する傾向をみせている。すでに ~l

4でみたように，第5i1irr躍は周期の

上からも 1つの分妓点である(主縮

織の谷に相当する)。このようにみ

ていくと，第51nfiI誌は戦後の儲格変

動を2分ずるn寺Wlといえよう。

最後に，年平均儲絡の対前年比そ用いて，

戦!誌に湖ってみると，関8の通りになる。

閣の点、線はコンドラチェフの長期波動を描

いたもので水準は関係ない。 ζの波の製図

としてコンドラチェフは戦争・技術革新・

資源、制約・金の 4つをあげている4)。木材

と関連させて考えると，次のようになる。

①戦争はコンドラチェブ波の上昇局閣にあ

らわれるが，この1I守木材l立高騰する。@コ

ンドラチェフ故が資源制約の!YJ:にぶつかる

迄上昇すると考えれば，コンドラチェフ波

の下降は資掠価格の上昇を伴うといえよう O

石油ショック後の第一次説品価格の上昇が

ζれに相当する o ①技術部新はコンドラチ

ェフ波の上昇局閣で広まるといわれている

が，この11き期訪問一次践品は相対的に停滞する。このように考えていくと，木材価絡には，完全で

はないがコンドラチェブ波の逆サイクノレと照応する長波を考える ζ とができるのではないだろう

84 

400+160 

BPrff.f147年
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関6.木材術移の変化本循環と累積先行 D・1の街滋変動

(桟) 木材信lii各の変化ヰ芸術E誌は災線で~され，その閲綴ば
縦iJqhtゴ側であるοまた， ~f&1允行 D.I の綴潔変動
は波線で示され，その筒1創立縦議Ii左側である。
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凶8.木材1iIIi格の長波とコンドラチぷフ波

か法)(第1次大戦・石油シ詰ツクは木材にとっては擾乱と考-える)。 他物価についてもある程度

陪様な ζ とがいえるが，木材価絡が戦前・戦後を通じて強い上昇基調を示し，また下方硯践的で

あったこと，木材は需袈・供給の1iIIi絡事手力校が低いこと等が，木材の長期変動をより明般にして

いるのではないだろうか。混布コンドラチェフ波が下降局面に入っているという説に従えば，木

材・側絡の践校は上昇局加に入ったのではないだろうか。
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Resume 

This paper is an analysis aboui the relations between the cyclical fluctuation of lumber 

price and the bllsiness cycle. The price index number of lumber price in Japan (1952 

average eq. 100) from 1953 to 1979 is used as ihe original daia. 

As a result of the analysis， the followings ar・ec1arified: 

(1) The cyclical fluctllation of lllmber pr・icehas relation to the reference cycle (a kind 

of Kitchin cycle). 

1. If we make the cyclicaI flllcillation of lumber price by omitting the secular trend and 

the seasonal variation from the original data， the peak of the cyclical fluctuation is 

注)コンドラチェフが英米仏3カ閣について150~l~間の卸売物級そ総べ，段波の存在をZE3録している ζ とを

主考えると，総本一i巡のデータから木材1iIIi絡の段、波の存訟を主張するのは|湾総が残るo 臼ヱドが特殊ケースで
ある可能性がある。
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earlier than that of the reference cycle， and the trough is later. 

2. If we regard the change of lumber price over the year as the cyclical fluctuation of 

lumber price， the peak of the cyclical fluctuation is earlier than that of the reference 

cycle，呂ndthe trough is almost simu1taneous. 

3. The period of the cyclical fluctl1ation of lumber price has much the same length as 

that of the reference cycle. Considering 1 and 2， the rising period of the cyclical 

fll1ctl1ation of lumber・priceis shorter than that of the reference cycle. 

(2) The peak and the trough of the change of lumber price over the year are almost 

siml1ltaneol1S with those of cumulated Diffusion Index (leading indicators). Especially fo1'・ the

last ten years， the level of both index can be almost equal by operating adequately. Diffu-

sion Index is useful for the [orecast o[ the short-rul1 fluctuation of lumber price. 

(3) The fll1ctuation of lum ber pl・iceaftel・theWorld War・IIhas a separation point arol1nd 

1965. On lumber price there is a possibility that a long-run cycle exists， which is opposite 

to Kondratiev long wave. 




